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北海道における薬用作物の周辺と課題（農家の友 2015.10 終原稿 吉野宣彦）

薬用作物に関する統計は少ない上に取引契約上の秘密事項が加わり情報は限られてい

る。ここでは業界の公開

資料と製薬・流通各社、

生産者などにお願いして

得た見聞を主に薬用作物

を巡る基本的動向を検討

し、今後の産地づくりを

進める上での課題を示

す。

１．薬用作物の需要動向

１）市場の規模

北海道農政部は製薬各

社が「道内で生産拡大を

図りたい」としたリストを既に公表している
1)
。掲載された 33 品目への国産ニーズ全国

合計 6,178 ｔに対する国内供給量は 2)2012 年で 1,006 ｔだから 6 倍以上の増産となる。こ

の「ニーズ調査」
3)
では、2008 年の全国生産実績 1,433 ｔ(16 億円)に対して希望 8,714 ｔ(101

億円)となる。うち北海道は実績 698 ｔに対して希望 4,115 ｔ（37 億円）となる。将来の

道産規模は 2013 年の野菜 1,990 億円の 2 ％、果実 51 億円の 73 ％と見込まれる。但しこ

のニーズには「いつまでに」との明示は見られない。原料作物ごとの使用量や輸入量はこ

の数年は公表された（図 1）。大量に使用し国産は伸びず、かつ道産ニーズのある作物が

増産候補となり得る。

漢方製剤等の生産金

額はこの数年間、年率

約 5 ％で伸びている（図

2）。この消費増に加え

て、原料の 80 ％を依存

する中国などとの関係、

為替相場、製薬各社の

戦略が加わり、国産原

料シフトが生じている。

漢方は医薬品全体の 2
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図2 医薬品と漢方製剤等の生産金額(1976‐2013)

医薬品生産（左軸、百万円）

漢方製剤等（右軸、百万円）

資料：医薬品については1989年までは日本特殊農産物協会「薬用植物（生薬）需給の現状と将来展

望｣、以降は厚生労働省「薬事工業生産動態統計年報の概要」1999年,「薬事工業動態統計」2006，

2013年による。漢方製剤等については、日本漢方生薬製剤協会「漢方製剤等の生産動態」2014～2015

年による。
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％で他の化学製剤と競争関係にある。1976 年に保険適用となり急速に増産したが、普及

して顕在化した副作用などを契機に
4)1992 年をピークに減少に転じた。この減産期に、国

内産地だけでなく製造・流通業者も淘汰された。ここからの回復局面に現在がある。

１）市場の性質

道産ニーズを知る上で 2009 年に工場を誘致した製薬会社の影響を知る必要がある。2009

年時点で既に「10 年以内に約 1,000ha、生産量は 2,000 ｔの計画」と公表し
5)
、これは「ニ

ーズ調査」による道産希望作物の全国重量の約 1/3 となる。国産振興に大きく貢献するこ

の会社も 2013 年の道産は 250ha、600 ｔ
6)
に拡大したが、80 ％は中国産を利用している

7)
。

他の製薬・流通各社からも産地を多極化する考えを聞くことはできた。国産拡大の課題

を尋ねるといずれも「栽培技術」と「種苗の確保」
8)
をトップに示し、種苗の国産化を進

める例も確認した。種苗生産農家の高齢化に伴う継承は大変な作業との挿話も聞いた。

生薬の品質は薬局方で、価格は薬価で国家が管理する。作物の用途は限られ、薬品に産

地名は記されない。市場はなくメーカーと生産者との契約で個々に価格が定まる。作物は

多様で 270 種に及び、使用部位、繁殖・採種方法も異なり、収穫後は洗浄、乾草が加わる。

種苗や調製方法・品質に「自社規格」が加わることもある。種苗を「貸付」てその売買は

許可せず、生産調整時は種苗を引き上げる例も複数確認した。翌年から作物が切り替わっ

た例もある。

産地には地域

や農場に合った

作物、他産地の

動向を知った上

で、メーカーと

の信頼とパワー

バランスの確立

が求められる。

２．薬用作物の

供給動向

１）生産の動向

農林水産省は「農政改革」の「需要フロンティア」の一つに取り上げて、これまでの「マ

ッチング」の結果 2013 年度に 14 道県 18 産地で交渉成立し、2014 年度に 38 都道府県 134

産地が希望し「現在、漢方薬メーカーと産地が交渉中」としている
9)
。キーワード「生薬

の里」で検索すると伝統的な産地が種苗資源を活かして産地化する様子が多数確認できる。
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図3 薬用作物の栽培面積と規模の変化(1980‐2012)

栽培戸数（左軸、戸） 栽培面積（左軸、10a）

全国1戸当たり栽培面積(右軸、a） 北海道1戸当たり栽培面積(右軸、a)

資料：日本特産農産物協会「特産農産物に関する生産情報調査結果（平成25年産12月調査）」による。北海道は、農水省「薬

用作物（生薬）関係資料」および日本特産農産物協会「薬用作物（生薬）に関する資料」による。



- 3 -

全国の栽培面積は変動し（図 3）、かつて 1988 年がピークだったが 2001 年には 1/4 に減

少した。その後 2012 年にはピーク時の 1/2 に回復した。全国に占める北海道の栽培面積

は 1980 年代の 4 ％程度から 2012 年には 17 ％に増えて 大産地となった。1 戸当たり面

積は全国では 90 年代の 15a から 2000 年代には 30a に拡大した。北海道は 100a ほどにな

る。

変化の詳細では

（図 4）、全国の

面積がボトムとな

った 2000 年代前

半は単収が逆に

高だった。生産縮

小で適地適作の地

域や作物、篤農家

に集約した経過と

想像できる。また

全国の栽培に対する契約の面積比率は 1980 年代の 24 ～ 40 ％から 2000 年代後半には 43

～ 85 ％に増加した。栽培に対する収穫の面積比率は 40 ％程度から 60 ％へと増加した。

契約によって短期で大規模に栽培可能な作物が増えた。北海道では多少の変動はあるが

2010 ～ 12 年平均で契約比率・収穫比率いずれも 85 ％であり、1 戸当たり面積の大きさと

併せて、経済性

を追求する性格

が強いようだ。

２）生産の収益

性

収益性につい

て近年公表され

ている数値は、

単価や単収など

いずれかが非公

開で、秘密主義

的な傾向が強く、ほとんど使い物にならない。かろうじて 1993 ～ 4 年の農林水産省の調

査結果が使える（図 5）10)
。10a 当たり 20 万円のラインと比べて同じ作物でも価格・収量
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図5 薬用作物の収益性（北海道集計作物、1993_4年）

資料：農林水産省農産園芸局畑作振興課「薬用作物（生薬）関係資料」（平成7、8年3月）をもとに作成。

注）曲線は10a当たり20万円の粗収入となる下限を示す。

●都府県事例

□北海道事例
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図4 薬用作物栽培の契約と収穫の変化(1980‐2012)

契約面積/栽培面積(左軸、%)
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資料：特産農産物に関する生産情報調査結果（平成25年産12月調査）による。
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がばらつき、一概に「もうかる」とは言えない。農水省が同時に掲載した生産費調査から

主要な作物の 10a 当たり物財費の構成比を示した（図 6）が、同じ作物でも例えば種苗費

は 0 から 100 ％に分散している。肥料、光熱水費も同様となる。費用が分散する理由は、

種苗の出所、野生か栽培か、土壌の条件、生出荷か自然乾燥や加温通風乾燥か、栽培年数、

これらの

契約など、

自然・技

術・契約

などによ

る。

４．産地

形成の課

題

まずこ

の費用の

事情を踏

まえて、

正確な生

産費の把

握は、適

切な契約

のために

も急務と

なる。

また需給調整の体制整備が課題となる。20 年前には全国 26 千の生産者が平均 15a で 100

種類以上を 4,881 ｔ集荷し、60 ％は契約ではなかった。この流通が機能しないからこそ省

庁が「マッチング」をしている。かつて中小の流通業者や生産者自身が種苗を保全し必要

に応じて配布して増産し貯蔵した。今日は直接的な契約で規模拡大が進み、副作用リスク

は漢方製剤の普及で、遺伝資源リスクは世界情勢から低下していない。かつての減産期の

過酷な生産調整の経験を蓄積して生かす準備は怠ってはいけない。

そして製薬・流通各社はグローバルに原料調達し、産地情報は公開をできるだけ避ける。

秘密主義の市場主義では安心して生産できない。かつて減産期に細々と適地適産で、篤農
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図6 主要薬用作物の生産費用の構成比（1993年、10a当たり)
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資料：農林水産省「薬用作物(生薬)関係資料」1994年による。



1) 北海道農政部「北海道における薬用作物の展開方向」2013 年 12 月

2) 日本漢方生薬製剤協会「原料生薬使用量等調査報告書（3）―平成 23 年度および 24

年度の使用量―」による。道庁資料の数値は修正されている。

3) 日漢協が 2010 年実施した「国産生薬ニーズ」。当時の加盟 74 社中 28 社が回答した。

4) 内藤裕史『漢方薬副作用百科』丸善、2014 年に詳しく書かれている。

5) 株式会社ツムラ「News Release 北海道夕張市における原料生薬の生産・加工・保管

拠点設置について」2009 年 4 月 16 日（検索可能、2015/08/12 時点）

6)株式会社ツムラ「News Release 農業生産法人化で自社農場運営を本格的に開始」2015

年 1 月 30 日（検索可能、2015/08/12 時点）

7) QLifePro 医療 News 2015 年 2 月 3 日による。

8)生物多様性条約 COP10「遺伝資源へのアクセス、その利用による利益配分」が背景に

ある。

9) 農林水産省「農政改革の着実な実行と新たな戦略的取り組み」2015 年 5 月 12 日。そ

の附属資料 58 ページ中 2 ページを占める。

10)農林水産省 電子化図書一覧から入手できる（2015/08/12 時点）。生産費調査の一部に

明らかな誤植があり修正した。

http://www.library.maff.go.jp/archive/Viewer/Index/001501782_0001
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家に集約して有益な情報が蓄積した。製薬・流通各社はさておき産地・農業者間はもっと

情報を交流すべきだろう。原料生産に熟練した北海道では、食品産業と共存する経験を積

んできた。産地と農業者との情報交流に、関係機関の活躍が不可欠と同時に、本特集がそ

の一助となることを期待している。


